
会 社 概 要
＊設立

＊従業員数

＊主要取引先

　 ･三菱自動車工業㈱ 

  　 ･アイシン精機㈱

･アイシン･エーアイ㈱･アイシン高丘㈱
　 ･愛知機械工業㈱ (順不同)

＊１９４４年２月

＊１９７０年５月

＊１９８８年５月  日進市に工場移転
＊１９９４年10月

＊１９９８年１月

＊２００２年５月

＊２００４年７月
敷地面積:80,000 ㎡ 建物面積:30,900 ㎡ ＊２００５年４月

＊２００８年２月

＊２００９年６月

 

 

 

 

 

  

  

　 ＊写真は、当社の主要取引先の車両です

 

357名 (09/11)

第３工場を新設

沿 革

1944年2月22日

ﾊﾟｼﾞｪﾛﾐﾆ用ﾄﾗﾝｽﾌｧの生産開始

第２工場を新設

ﾊﾟｼﾞｪﾛ用ﾄﾗﾝｽﾌｧの生産開始

隣接地取得 28,000㎡

ﾄﾗﾝｽﾌｧ生産累計100万台達成

坂井陽二 社長に就任

荒川工業株式会社設立

荒川厚次 社長に就任

日産 ＧＴＲ
トヨタ･レクサスＨＳ２５０

環境保全意識の高揚 省資源の推進

ｼｽﾃﾑの有効性向上

1) 2001,4月 認証取得活動ｷｯｸｵﾌ

2) 2002,1月 JARI-RB(財) 日本自動車
  研究所登録ｾﾝﾀｰの本審査

3) 2002,3月29日 認証取得
4) 2005,3月 1回目の更新登録

5) 2008,3月 2回目の更新登録

ISO14001 認証取得の経緯

 取締役社長

荒川工業の

環境方針

法規制の順守

地域住民との融和 省ｴﾈﾙｷﾞｰの推進

環境汚染防止ｾﾞﾛｴﾐｯｼｮﾝの達成

・水、土壌汚染防止

・環境事故防止訓練

・電力量の削減

・ＣＯ2の削減・会社周辺の清掃

・学童交通安全指導の取組み

・廃油、ゴミの削減

・ﾘｻｲｸﾙの推進

トヨタ プリウス

三菱 アイ・ミーブ

活 動 の 展 開

坂井 陽二

荒川工業株式会社 環境への取り組み

環　境　方　針

・環境スローガン

・環境方針

『地球にやさしいモノづくりで社会に貢献しよう』

☆このスローガンのもと、当社の環境活動は、
　　　以下の方針により、環境保全を積極的に推進します

荒川工業　全員のチームワークで　がんばるぞー！１）法規制の順守
２）環境汚染防止
３）省エネルギーの推進
４）省資源の推進

５）ゼロエミッションの達成
６）地域住民との融和
７）環境保全意識の高揚
８）システムの有効性向上



省エネタイプ導入前より、 4.1ｔｏｎ のＣＯ2の削減

08年度より、 237ｔｏｎ のＣＯ2の削減

工場内３２台のプロパンガス仕様のエアコンを都市ガス仕様に！！

06年度～09年度 売上高当り二酸化炭素排出量（ｔＣＯ２/百万円）

省エネルギーの推進
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・ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰの手動での
台数制御運転の実施
・ﾌﾞﾛｱｰ付洗浄機の設計、
製作

・都市ｶﾞｽに変更
・設備のｴｱｰ使用量の低減
・省ｴﾈﾀｲﾌﾟの自動販売機の導入
・ﾓｰﾀ・ｾﾝｻによる
加工時間の短縮

・工場屋根、遮熱塗装実施
・工場内照明の省ｴﾈ化
・工場ｺﾝﾌﾟﾚｯｻの自動制御
・ﾓｰﾀｰｾﾝｻｰによる
加工時間の短縮

ガスの種類 特　　徴 利　　点
１台当りＣＯ２排出量

（ｔＣＯ２/月）

都市ガス
・空気より軽い
・拡散しやすい

・安定供給
・有害物質を含まない

　クリーンエネルギー
２．７

プロパンガス
・空気より重い
・低所に溜まりやすい

・災害などに強い
・発熱量が高い
　優れたエネルギー

５．７

ガスの種類 特　　徴 利　　点
１台当りＣＯ２排出量

（ｔＣＯ２/月）

都市ガス
・空気より軽い
・拡散しやすい

・安定供給
・有害物質を含まない

　クリーンエネルギー
２．７

プロパンガス
・空気より重い
・低所に溜まりやすい

・災害などに強い
・発熱量が高い
　優れたエネルギー

５．７
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工場用エアコンの二酸化炭素排出量
#REF!

#REF!

①ヒートポンプ
自然の熱を利用して、
少ない電気で冷却や温めを行う。

②ピークシフト
夏場の午後の冷却運転を停止して
発電所の負担を削減する。

③学習省エネ
売れ行きを分析して、必要な
時間帯だけ電気を使うようにする。

④部分冷却・加温システム
売れていく商品だけを部分的に
冷やしたり温めたりする。

⑤真空断熱材
商品の冷たさや温かさが
逃げないようにする。

旧型の自動販売機

1,700kWh
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省エネタイプの自動販売機

970kWh
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旧型と比べて
40％以上の省エネ

マシニングセンタ

流量計
エアー

運転中以外にエアーが供給されないよう
プログラムの見直しを行った　（15台）

１年間で、 15.2ｔｏｎ のＣＯ2の削減

・ｸｰﾗﾝﾄﾎﾟﾝﾌﾟ、油圧ﾎﾟﾝﾌﾟの
稼動状態調査
・工場ｴｱｰ圧力変動調査
・ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ配管ﾚｲｱｳﾄ変更

ゼロエミッションの達成

タービンハウジングライン
モータ・センサを使い、
最適加工条件を見つけ、
加工時間を極限まで短縮し
使用電力を抑える。

モータ・センサ

循環方式設備なので
稼働中も処理可能です。
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１台当りの対象設備エアー使用量
#REF!

#REF!ムダ

１年間で、 5.1ｔｏｎ のＣＯ2の削減

加工時間
20s短縮

1ｻｲｸﾙ主軸負荷電力
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加工時間（s)

電力
主軸電力

（11KW）15分定格

（7.5KW）連続定格

φ71.5Bo φ8.8ﾊﾞﾆｯｼｭﾄﾞﾘﾙ

ATC

φ9.5ｴﾝﾄﾞﾐﾙ

ATC

面取りｶｯﾀｰ

ATC

M10ﾀｯﾌﾟ加工

B軸移動 B軸移動

刃具があったていない

1ｻｲｸﾙ主軸負荷電力
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加工時間（s)

電力
主軸電力

（11KW）15分定格

（7.5KW）連続定格

φ8.8ﾊﾞﾆｯｼｭﾄﾞﾘﾙ

ﾀｯﾌﾟ下穴

ﾉｯｸ穴加工

B軸移動

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ加工

ATC 軸移動

φ71.5Bo φ99.5Bo

M10ﾀｯﾌﾟ加工

ATC

加工時間103s

加工時間83s

ATC
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廃油処理量推移

洗浄機・リーク機で
使用している水を

クリーン化して
再使用する。

廃油

供給ポンプ

ストレーナ

内部構造

遠心脱油機の使用効果

使用前 使用後

スラッジも
回収

４８ｈ毎に約１．２ｋｇのスラッジが回収できる。
２１６ｈで約１４０Ｌの油が回収できる。

スラッジ回収状況 油回収状況

写真：48hの回収量

写真：216hの回収量

遠心脱油機を導入して年間廃油量を前年比４０％削減する。

マシニングセンタに流量計を取り付けて、ムダに使っているエアーを見つけて
削減をする。




